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は
じ
め
に

新
年　

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
と
共
に
無
事
に
新
年
を
迎
え
ら

れ
ま
す
こ
と
を
素
直
に
喜
び
、
日
頃
よ
り

ご
理
解
、
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ

と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
平
成
に
代
わ
る
新
し
い
元
号

が
定
め
ら
れ
る
年
と
な
り
ま
す
。
30
年
と

い
う
平
成
の
歴
史
は
、
私
た
ち
の
分
野
に

お
い
て
も
激
動
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

１
９
７
６
年
、
国
連
第
31
回
総
会
で
、

１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
を
国
際
障
害
者

年
と
指
定
し
、
テ
ー
マ
を
「
障
害
者
の
完

全
参
加
と
平
等
」
と
掲
げ
る
こ
と
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
国
内
関

係
者
の
連
帯
と
団
結
を
築
き
、
障
害
者
施

策
も
大
き
く
動
き
始
め
ま
す
。
こ
の
国
際

基
準
は
平
成
の
時
代
に
も
確
実
に
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

節
目
を
迎
え
る
あ
た
り
、
改
め
て
30
年
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
内
の
障
害
者
施
策
の
主
な
歩
み

平
成
１
（
１
９
８
９
）
～
５
年

知
的
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
制

度
化
／
福
祉
関
係
８
法
（
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
法
定
化
、
身
体
障
害
者
福
祉
関
係

事
務
の
市
町
村
へ
の
一
元
化
等
）
が
改
正

／
「
情
報
処
理
機
器
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

指
針
」
の
策
定
／
「
障
害
者
の
雇
用
の
促

進
等
に
関
す
る
法
律
」（
重
度
知
的
障
害
者

の
雇
用
率
制
度
に
お
け
る
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン

ト
等
）
が
改
正
／
社
会
福
祉
事
業
法
等
（
福

祉
人
材
確
保
の
た
め
の
基
本
指
針
の
策
定

等
）
の
改
正
／
精
神
保
健
法
（
精
神
障
害

者
の
定
義
の
改
正
、
社
会
復
帰
の
た
め
の

事
業
の
規
定
、
資
格
制
度
の
緩
和
等
）
を

改
正
／
障
害
者
基
本
法
（
障
害
範
囲
の
明

確
化
、
障
害
者
の
日
を
規
定
、
障
害
者
計

画
の
策
定
等
）
が
公
布

平
成
６
（
１
９
９
４
）
～
10
年

国
際
障
害
者
デ
ー
に
ち
な
み
「
障
害
者

週
間
」
を
設
定
／
「
精
神
衛
生
法
」
か
ら

「
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す

る
法
律
」
へ
改
正
／
「
盲
学
校
、
聾
学
校

及
び
養
護
学
校
施
設
整
備
指
針
」
が
策
定

／
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立

／
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の
十
年
中
間
年

「
障
害
者
の
日
」記
念
の
集
い
を
開
催
／「
特

定
非
営
利
活
動
促
進
法
」
が
成
立
／
長
野

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
が
開
催

／
「
精
神
薄
弱
の
用
語
の
整
理
の
た
め
の

関
係
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

公
布

平
成
11
（
１
９
９
９
）
～
15
年

第
１
回
精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
の

実
施
／「
鉄
道
駅
に
お
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

及
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
整
備
指
針
」
が

策
定
／
「
成
年
後
見
制
度
」
の
改
正
／
「
介

護
保
険
法
」が
施
行
／「
道
路
交
通
法
」（
障

害
者
等
に
係
る
自
動
車
等
の
運
転
免
許
の

欠
格
事
由
の
見
直
し
）
が
改
正
／
「
障
害

者
等
に
係
る
欠
格
事
由
の
適
正
化
等
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
の
成
立
／
「
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
」

の
成
立
／
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が「
措
置
制
度
」か
ら「
支

援
費
制
度
」
に
移
行
／
「
心
神
喪
失
等
の

状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
も
の

の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
」
の

成
立

平
成
16
（
２
０
０
４
）
～
20
年

「
障
害
者
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」（
差
別
禁
止
理
念
の
明
示
、
障
害
者
の

日
の
障
害
者
週
間
へ
の
拡
大
、
都
道
府
県
・

市
町
村
障
害
者
計
画
策
定
の
義
務
化
等
）

が
成
立
／
「
発
達
障
害
者
支
援
法
」（
平
成

17
年
４
月
１
日
施
行
）
成
立
／
「
公
務
部

門
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

―
誰
も
が
生
き
生
き
と
働
け
る
職
場
を
目

指
し
て
―
」
が
公
表
／
「
障
害
者
の
雇
用

の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
成
立
／
「
障
害
者
自
立
支

援
法
」
が
成
立
／
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
要
綱
」
が
決

定
／
「
障
害
の
あ
る
児
童
及
び
生
徒
の
た

め
の
教
科
用
特
定
図
書
等
の
普
及
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
／
「
身
体
障

害
者
補
助
犬
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

（
一
定
規
模
以
上
の
民
間
企
業
で
の
受
入
義

務
化
）
が
施
行

平
成
21
（
２
０
０
９
）
～
25
年

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
を
設
置

す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
・
後
に
骨
格
提
言

を
ま
と
め
る
／
「
地
域
社
会
に
お
け
る
共

生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福

祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
案
」
が
可
決
／
「
国
等

に
よ
る
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品

等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
が

可
決
／
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
を
引
き
上

げ
る
政
令
が
公
布
／
「
障
害
者
虐
待
防
止

法
」
が
施
行
／
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」
が

可
決

平
成
26
（
２
０
１
４
）
～
30
年

「
障
害
者
権
利
条
約
」
を
国
会
で
承
認
・

後
に
批
准
／
「
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医

療
等
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
／
「
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

時　評

理事長　中村　敏彦

節目にあたって
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す
る
法
律
」
が
施
行
／
「
障
害
者
の
雇
用

の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
の
一
部
（
障
害
を
理
由
と
し

た
差
別
の
禁
止
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
義

務
）
が
施
行　

な
ど

（
平
成
29
年
度
障
害
者
白
書
よ
り
編
集
）

随
分
と
多
く
の
創
設
や
改
正
が
あ
り
ま

し
た
。
と
り
わ
け
、
措
置
制
度
か
ら
支
援

費
制
度
に
切
り
替
わ
る
時
や
国
連
で
障
害

者
権
利
条
約
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
批
准
を

目
標
と
し
た
前
後
の
動
き
に
は
気
を
緩
め

る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
障
害
の
概

念
も
人
権
尊
重
や
他
の
者
と
の
平
等
を
基

礎
と
し
て
、
保
護
の
対
象
か
ら
権
利
の
主

体
へ
、
そ
し
て
、
医
学
モ
デ
ル
か
ら
社
会

（
人
権
）
モ
デ
ル
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

制
度
は
徐
々
に
成
熟
し
て
い
る
け
れ
ど
、

す
べ
て
の
人
は
人
と
し
て
、
む
し
ろ
当
た

り
前
に
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
法
や
施
策
で

定
め
な
け
れ
ば
そ
れ
が
実
現
し
な
い
、
あ

る
い
は
定
め
て
も
国
民
意
識
に
根
付
い
て

い
か
な
い
現
実
こ
そ
を
、
重
く
受
け
止
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

当
法
人
の
主
な
歩
み

昭
和
の
時
代
は
、
１
９
６
８
（
昭
和
43
）

年
、
社
会
福
祉
法
人
認
可
と
共
に
、
コ
ロ

ニ
ー
授
産
所
を
開
設
し
、
そ
の
後
、
コ
ロ

ニ
ー
印
刷
所
の
開
設
、
東
京
都
葛
飾
福
祉

工
場
の
運
営
受
託
、
東
村
山
作
業
所
や
コ

ロ
ニ
ー
東
村
山
印
刷
所
の
開
設
、
東
京
都

大
田
福
祉
工
場
の
運
営
受
託
、
公
益
事
業

と
し
て
情
報
処
理
部
門
を
設
立
、
障
害
者

ア
ー
ト
バ
ン
ク
（
現
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
）

を
設
立
す
る
な
ど
、
就
労
を
中
心
と
し
た

新
し
い
事
業
展
開
に
尽
力
し
ま
し
た
。 

平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
、
平
成
２
年
に

ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を
設
立
、

平
成
７
年
に
は
ト
ー
コ
ロ
青
葉
第
二
、
第

三
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
平
成
９

年
に
は
、
国
分
寺
戸
倉
生
活
寮
を
開
設
、

平
成
11
年
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
、
職
能
開
発
室
を
開
設
し
ま
し
た
。

当
時
は
身
体
障
害
者
の
施
設
で
あ
り
ま
し

た
が
、
相
互
利
用
制
度
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
は
、
障
害
種
別
を
問
わ
な
い
体
制
づ
く

り
に
努
力
し
受
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
14
年
に
は
東
久
留
米
氷
川
台
（
第

一
、
第
二
）
生
活
寮
、
コ
ロ
ニ
ー
東
村
山

第
二
印
刷
所
を
開
設
、
コ
ロ
ニ
ー
中
野
を

は
じ
め
に
入
所
施
設
を
通
所
に
順
次
変
更

し
て
い
き
ま
す
。
今
思
え
ば
、
入
所
施
設

が
あ
っ
た
頃
は
、
仕
事
が
終
わ
る
と
食
堂

で
麻
雀
が
始
ま
り
、
時
に
は
み
ん
な
で
外

に
出
か
け
た
り
と
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
お

付
き
合
い
も
盛
ん
で
し
た
。

平
成
17
年
に
は
ト
ー
コ
ロ
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
（
居
宅
介
護
部
門
）
を
開
設
す
る

な
ど
、
さ
ら
に
生
活
面
を
支
え
る
事
業
を

拡
大
し
ま
し
た
。
平
成
19
年
は
、
こ
れ
ま

で
の
授
産
施
設
は
障
害
者
自
立
支
援
法
を

根
拠
と
し
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
多
機
能

型
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
法
が
施
行
さ
れ
る
前
に
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
案
が
示
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
時

の
支
援
者
、
利
用
者
、
契
約
な
ど
の
用
語

や
仕
組
み
に
は
、
と
て
も
違
和
感
を
覚
え

た
も
の
で
す
。

平
成
20
年
に
は
、
中
野
区
か
ら
中
野
区

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
セ
ン
タ
ー
（
通
所

授
産
施
設
）
を
運
営
受
託
、
平
成
21
年
は
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
中
野
第
一
・
第
二
江

原
寮
」、
中
野
江
原
短
期
入
所
も
開
設
し
ま

し
た
。
平
成
22
年
に
は
、
コ
ロ
ニ
ー
中
野

で
就
労
継
続
支
援
事
業
Ａ
型
を
開
始
し
、

大
田
福
祉
工
場
浜
松
町
工
場
は
城
南
島
に

移
転
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
に
は
、
中
野

区
よ
り
中
野
区
仲
町
就
労
支
援
事
業
所
を

指
定
管
理
に
て
受
託
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
は
、
東
京
都
大
田
福
祉
工
場

な
ら
び
に
東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場
は
、
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
を
中
心
と
し
た
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
多
機
能
型
に
移
行
す
る

と
と
も
に
東
京
都
立
か
ら
法
人
運
営
に
変

わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
野
区
中
野
福
祉

作
業
所
を
中
野
区
よ
り
指
定
管
理
に
て
受

託
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
に
は
、
コ
ロ

ニ
ー
障
害
者
計
画
相
談
支
援
室
（
ふ
き
の

と
う
）
の
開
設
、
平
成
26
年
に
は
、
東
久

留
米
第
二
氷
川
台
寮
に
ユ
ニ
ッ
ト
（
ピ
ア

戸
倉
）
を
追
加
、
東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場

や
コ
ロ
ニ
ー
中
野
で
も
障
害
者
計
画
相
談

支
援
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
27
年

に
は
天
神
山
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
こ
あ
ら

ハ
イ
ツ
）、
ト
ー
コ
ロ
あ
お
ば
就
労
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
（
ア
リ
ー
バ
）
も
開
設
し
、
平
成
30
年

に
は
、
コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
中
野
第
二
江
原
寮
に
ユ

ニ
ッ
ト
（
と
よ
た
ま
ハ
イ
ム
）
を
追
加
す

る
な
ど
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
就
労

支
援
に
加
え
て
生
活
支
援
、
相
談
支
援
、

児
童
支
援
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

振
返
れ
ば
、
30
年
も
早
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
基
礎
を
創
っ
て
い
た
だ
い
た
先
達
の

功
績
に
は
改
め
て
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

法
制
度
は
改
善
を
目
的
に
見
直
さ
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
後
を
絶
た
な

い
深
刻
な
事
象
は
現
実
の
も
の
で
す
。
制

度
設
計
や
そ
の
背
景
に
も
視
点
を
当
て
る

こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
事
業
運
営
も
制
度
等
に
影
響

を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
側
面
も
あ
り
ま
す

が
、
当
法
人
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
働

く
場
や
仕
事
な
ど
を
つ
う
じ
て
自
立
を
お

手
伝
い
す
る
事
業
や
、
生
活
の
場
な
ど
を

つ
う
じ
て
地
域
で
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
を

お
手
伝
い
す
る
事
業
、
そ
し
て
、
地
域
社

会
へ
の
完
全
参
加
と
平
等
を
目
指
す
と
い

う
事
業
目
的
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、

社
会
環
境
の
変
化
や
そ
の
時
節
ニ
ー
ズ
に

し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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１
．
は
じ
め
に

本
年
度
も
国
際
情
勢
の
不
安
定
・
緊
張

は
続
い
て
い
ま
す
。
わ
が
国
で
は
、
財
政

改
革
、
社
会
保
障
改
革
、
憲
法
改
正
、
消

費
税
の
引
き
上
げ
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱

え
る
中
、
９
月
に
実
施
さ
れ
た
自
民
党
総

裁
選
で
現
首
相
の
続
投
が
決
定
し
ま
し
た
。

国
内
外
の
動
き
に
は
引
き
続
き
注
視
し
て

い
く
こ
と
し
ま
す
。

経
済
状
況
は
穏
や
か
な
景
気
回
復
基
調

の
報
道
が
流
れ
、
実
感
を
伴
わ
な
い
と
い

う
多
く
の
世
論
か
ら
格
差
社
会
の
深
刻
さ

が
う
か
が
え
ま
す
。
わ
が
国
が
国
連
障
害

者
権
利
条
約
を
批
准
し
て
か
ら
４
年
目
、

障
害
年
金
取
り
消
し
問
題
や
公
的
機
関
に

よ
る
障
害
者
雇
用
水
増
し
が
発
覚
す
る
な

ど
、
耳
を
疑
う
よ
う
な
問
題
が
顕
在
化
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た

障
害
者
基
本
計
画
や
、
報
酬
改
定
を
含
ん

だ
障
害
者
総
合
支
援
法
の
見
直
し
に
よ
り
、

経
営
的
に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
、
改
正

社
会
福
祉
法
を
根
拠
に
し
た
事
業
運
営
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
課
題
は
、
激
変
す
る
社
会
福

祉
の
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
障

害
の
あ
る
人
の
暮
ら
し
を
支
え
続
け
ら
れ

る
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
す
。
評
議
員

会
や
監
事
意
見
も
真
摯
に
受
け
止
め
つ
つ
、

既
存
事
業
の
経
営
改
革
、
事
業
所
の
建
て

替
え
等
に
伴
う
新
た
な
事
業
を
早
期
に
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
、
中
期
事
業
計
画
を
具

現
化
す
る
た
め
に
、
事
業
本
部
制
や
法
人

本
部
の
在
り
方
な
ど
を
継
続
し
て
検
討
し
、

将
来
の
法
人
像
を
意
識
し
な
が
ら
、
各
拠

点
が
自
立
し
た
事
業
運
営
に
最
大
限
努
力

し
、
併
せ
て
互
い
に
課
題
を
共
有
し
な
が

ら
、
法
人
全
体
で
協
力
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

２ 

．
上
半
期
事
業
結
果
と
年
度
方
針
の
達

成
状
況

本
年
度
は
、
加
算
・
減
算
の
仕
組
み
を
よ

り
強
め
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定

に
伴
う
影
響
や
、
前
年
度
に
受
け
た
施
設
整

備
補
助
等
に
よ
る
消
費
税
に
調
整
計
算
が

発
生
す
る
こ
と
を
見
込
み
、
不
確
定
な
状

況
下
で
あ
っ
て
も
経
営
に
極
力
影
響
を
受

け
な
い
よ
う
事
業
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

上
半
期
の
事
業
結
果
は
、
在
籍
者
の
推

移
で
は
表
１
に
示
す
と
お
り
で
あ
り
、
総

人
数
８
４
６
名（
前
年
度
末
８
１
１
名
）で

35
名
増（
非
常
勤
嘱
託
医
を
含
ま
な
い
）、

内
障
害
者
は
５
６
６
名（
前
年
度
末
５
４

４
名
）で
22
名
増
、
障
害
者
比
率
は
66
・

9
％
（
前
年
度
末
67
・
1
％
）と
な
り
ま
し

た
。
在
籍
で
は
な
い
契
約
者
・
登
録
者（
表

２
）１
，
１
２
２
名
を
加
え
る
と
１
，
９
６

８
名
の
人
達
に
責
任
を
負
う
組
織
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
就
労
移
行
を
支
援
す
る
事

業
で
は
、
上
半
期
で
の
一
般
就
職
者
は（
表

１
・
２
合
計
）43
名
と
な
り
ま
し
た
。
期
中

の
法
人
全
体
の
経
営
結
果
は
、
消
費
税
に

つ
い
て
は
想
定
に
反
し
て
好
転
し
ま
し
た

が
、
就
労
支
援
事
業
で
は
苦
戦
し
、
総
括

決
算
損
益
推
移
表（
表
３
）に
示
す
と
お
り

８
０
，
０
８
４
千
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

⑴
経
営
の
基
本
方
針

・ 

前
年
度
発
生
し
た
様
々
な
問
題
を
教
訓
に

し
て
、
改
め
て
、
経
営
理
念
や
倫
理
、
社

会
的
役
割
に
伴
う
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
重
ん
じ
た
事
業
運
営
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

・ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
の
た
め
に
、

第
三
者
サ
ー
ビ
ス
評
価
機
関
の
審
査
を
受

け
る
と
と
も
に
、
苦
情
解
決
第
三
者
委
員

制
度
の
実
施
や
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
る
情
報
開
示
に
努
め
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度　

上
半
期
事
業
報
告※

２
０
１
８
年
９
月
末
時
点
の
報
告
書
と
な
り
ま
す
。
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・ 
経
営
や
福
祉
の
専
門
性
を
向
上
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
教
育
、
研
修
の
充
実
を
図

り
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
事
考
課
制
度
を
含
め
た
給
与
規
程
の
改

定
を
具
体
的
に
進
め
て
お
り
、
人
材
確
保

や
人
材
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

・ 

法
改
正
や
業
務
改
善
な
ど
に
伴
い
、
法
人

の
規
程
等
を
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
て
い

ま
す
。

⑵
財
務
・
資
金
管
理

・ 

会
計
顧
問
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
会
計
基

準
に
よ
り
精
度
の
高
い
管
理
に
努
め
、
さ

ら
に
外
部
会
計
監
査
人
の
指
導
を
会
計
管

理
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

・ 

会
計
基
準
の
範
囲
で
法
人
内
部
の
資
金
を

活
用
し
、
ま
た
、
将
来
必
要
と
な
る
資
金

に
つ
い
て
は
、
拠
点
ご
と
に
認
め
ら
れ
て

い
る
範
囲
で
計
画
的
に
積
立
を
行
う
予
定

で
す
。

⑶
事
業
の
継
続

・ 

常
に
経
営
改
善
に
視
点
を
置
き
、
継
続
可

能
な
事
業
へ
の
体
質
改
善
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

・ 

民
営
化
や
老
朽
化
に
伴
う
事
業
所
の
建
て

替
え
は
、
法
人
全
体
の
協
力
を
得
な
が
ら

完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
規
事

業
を
含
め
て
早
期
の
事
業
安
定
を
目
指
し
、

将
来
必
要
と
な
る
建
て
替
え
等
も
想
定
し

て
事
業
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

・ 

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）を
全
拠
点
で
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑷
人
材
確
保
・
育
成

・ 

必
要
な
人
材
を
安
定
し
て
確
保
し
て
い
く

た
め
の
手
段
と
し
て
、
給
与
規
程
改
定
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

前
年
度
に
は
新
卒
初
任
給
の
見
直
し
を
先

行
し
て
実
施
し
、
全
体
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
答
申
を
も
と
に

経
営
層
に
よ
る
各
会
議
に
お
い
て
共
有
し
、

早
期
に
改
定
で
き
る
よ
う
従
業
員
代
表
や

労
働
組
合
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

⑸
他
の
団
体
と
の
協
力
連
携

・ 

障
害
者
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
内
閣

府
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
な
ら
び
に
、

東
京
都
、
各
区
市
自
治
体
、
全
国
社
会
福

祉
協
議
会
、
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
、
一

般
社
団
法
人
ゼ
ン
コ
ロ
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
日
本
障
害
者
協
議
会
、
全
国
社
会
就

労
セ
ン
タ
ー
、
日
本
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
、
東

京
都
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
い
て
積
極

的
に
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

・ 

従
業
員
等
が
、
対
外
的
な
立
場
に
お
い
て

充
分
に
役
割
発
揮
が
で
き
る
よ
う
に
、
可

能
な
限
り
配
慮
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

前年度末
在籍者数

期中増減 主な減員理由 上半期末
在籍者数増員 減員 自己都合 一般就労 疾病、その他

雇用就労者
98 6 （3） 2 （0） 2 0 0 102

（78） （6） （3） （1） （0） （1） （0） （0） （83）

事業・施設の利用者 363 40 （0） 23 （3） 11 8 1 380

その他 83 14 （0） 13 （0） 3 0 10 84

障害がある在籍者（計）
544 60 （3） 38 （3） 16 8 11 566

（78） （6） （3） （1） （0） （1） （0） （0） （83）

障害がない在籍者 267 21 （3） 8 （3） 5 0 0 280

合　　　　計
811 81 （6） 46 （6） 21 8 11 846

（78） （6） （3） （1） （0） （1） （0） （0） （83）

表１　在籍者の推移
自2018（平成30）年4月1日　至2018（平成30）年9月30日

（単位：人）

（注） 1）Ａ型従業員については、障害がある雇用就労者に含めた上で下段の（）で再掲している。
 2）増員および減員の各右欄には法人内異動を（）で表記している。
 3）「その他」にはグループホーム利用者・在宅パソコン講習生・放課後等デイサービス利用者を含む。
 4）在籍者数には非常勤嘱託医を含まない。
 5）障害がない在籍者の期中の増員には前年度の計上漏れ１名を含む。
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⑹
地
域
活
動

・ 
拠
点
ご
と
の
地
域
活
動
に
お
い
て
は
、
各

自
治
体
と
の
連
携
を
深
め
情
報
交
換
を
密

に
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
向
上
な
ら
び

に
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
障
害
者
福
祉
の
充
実

に
努
め
て
い
ま
す
。

・ 

地
域
の
福
祉
関
連
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
積

極
的
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
重
要

な
社
会
資
源
に
な
り
得
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

３
．
各
事
業
本
部
の
事
業
の
実
施
概
要

各
事
業
本
部
な
ら
び
に
拠
点
で
は
、
就

労（
受
注
、
生
産
、
販
売
等
）支
援
事
業
で

は
利
益
を
出
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
期
待

に
応
え
る
た
め
に
は
、
福
祉
の
専
門
性
を

高
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
の
で
、
サ
ー
ビ

ス
管
理
責
任
者
会
議
や
関
係
諸
会
議
等
で

課
題
や
情
報
を
共
有
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
様
々
な

問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑴
法
人
本
部（
事
務
局
）

年
間
の
教
育
研
修
計
画
を
確
実
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
法
人
全
体
の
財
務
運
用
な

ら
び
に
、
各
拠
点
の
事
業
運
営
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
に
努
力
し
、
事
務
処
理
部
門

の
連
携
に
よ
り
的
確
な
情
報
提
供
・
共
有

に
努
め
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー

ク
の
認
証
取
得
法
人
と
し
て
、
個
人
番
号

を
含
め
て
、
そ
の
維
持
・
向
上
に
各
事
業

所
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
適
宜
、
必
要
な
情
報
提
供
、
集
約
に
努
め
、

各
行
政
窓
口
と
の
折
衝
に
つ
い
て
も
、
事

業
所
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

⑵ 

福
祉
事
業
本
部（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
、

ト
ー
コ
ロ
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

既
存
の
居
宅
支
援
事
業
な
ど
を
着
実
に

遂
行
し
安
定
し
た
運
営
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
就
労
支
援
事
業
所
の
所
在

す
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
増
設
を
検
討
し
、
前
年
度
末
に

練
馬
区
で「
と
よ
た
ま
ハ
イ
ム
」を
新
設
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
段
階
的
な
拡
充
に

努
め
る
な
ど
、
障
害
の
あ
る
方
た
ち
の
暮

ら
し
の
質
を
向
上
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

中
野
区
の
特
定
相
談
支
援
事
業「
こ
ろ
ま
っ

ぷ
」を
継
続
し
て
運
営
し
ま
す
。

⑶ 

Ｉ
Ｔ
事
業
本
部 

ト
ー
コ
ロ
情
報
処
理
セ

ン
タ
ー（
事
業
部
、
職
能
開
発
室
、
デ
ジ

タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

事
業
本
部
下
の
連
携
を
継
続
し
安
定
し

た
事
業
運
営
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
法
人

内
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
処
理
お
よ
び
情
報
通

コ
ロ
ニ
ー
と
う
き
ょ
う
前
号（
Ｖ
ｏ

ｌ
・
１
６
５
）の「
２
０
１
７
年
度
事
業

報
告
」の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ｐ
・
24　

４
段
目　

４
．
⑵　

６
行
目

（
誤
） 契
約
者
・
登
録
者（
表
１
：
参
考

資
料
）１
，
３
２
１
名
を
加
え
る

と
２
，
１
３
２
名
の
人
達
に
責

任
を
負
う
組
織
と
な
り
ま
し
た
。

（
正
） 契
約
者
・
登
録
者（
表
１
：
参
考

資
料
）１
，
２
６
８
名
を
加
え
る

と
２
，
０
７
９
名
の
人
達
に
責

任
を
負
う
組
織
と
な
り
ま
し
た
。

ｐ
・
24　

４
段
目　

４
．
⑶　

３
行
目

（
誤
） 障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
在
籍
者

以
外
の
方
を
含
め
る
と
一
般
就

職
者
は
56
名
と
な
り
ま
し
た
。

（
正
） 障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
在
籍
者

以
外
の
方
を
含
め
る
と
一
般
就

職
者
は
77
名
と
な
り
ま
し
た
。

ｐ
・
25　

表
１
．
参
考
資
料
：「
在
籍
者

の
推
移
」に
含
ま
れ
な
い
人
員
状
況

コ
ロ
ニ
ー
と
う
き
ょ
う
前
号
（V

ol
.1
6
5

）

の
「2

0
17

年
度
事
業
報
告
」
の
記
載
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

 p
.
2
4 

４
段
目 

４
．(

2)
 

６
行
目 

（
誤
）
契
約
者
・
登
録
者(

表
１:

参
考
資

料)

１
，
３
２
１
名
を
加
え
る
と
２
，

１
３
２
名
の
人
達
に
責
任
を
負
う

組
織
と
な
り
ま
し
た
。 

（
正
）
契
約
者
・
登
録
者(

表
１:

参
考
資

料)

１
，
２
６
８
名
を
加
え
る
と
２
，

０
７
９
名
の
人
達
に
責
任
を
負
う

組
織
と
な
り
ま
し
た
。 

 p
.
2
4 

４
段
目 

４
．(

3)
 

３
行
目 

（
誤
）
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
在
籍
者
以

外
の
方
を
含
め
る
と
一
般
就
職
者

は
５
６
名
と
な
り
ま
し
た
。 

（
正
）
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
在
籍
者
以

外
の
方
を
含
め
る
と
一
般
就
職
者

は
７
７
名
と
な
り
ま
し
た
。 

         

p
.
2
5 

表
１
．
参
考
資
料:

「
在
籍
者
の
推

移
」
に
含
ま
れ
な
い
人
員
状
況 

 

(単位：人)

トライアル

雇用者等
一般就職者累計

219 － －
*3

152 － －
*1

31 5
*2

－ 0 －

411 62

*3

224
－ －

*4

200 － －
*3

31 － －
*5

計 1,268 67 0   496

 中野障害者計画相談支援室
「ころまっぷ」

 東村山市障害者就労支援室

　アートビリティ

 コロニー障害者計画相談支援室
「ふきのとう」

 福祉事業本部
（短期入所、移動支援、居宅介護等）

 ＩＴ事業本部
（在宅教育修了生、職業紹介登録者等）

 コロニー中野
（委託訓練修了生）

一般就職者登録・契約障害者

2017年度末及び2017年度中

 東京都葛飾福祉工場
   障害者計画相談支援室

(単位：人)

トライアル

雇用者等
一般就職者累計

219 － －
*3

152 － －
*1

31 5
*2

－ 0 －

474 41

*3

214 － －
*4

200 － －
*3

31 － －
*5

計 1,321 46 0   475

 中野障害者計画相談支援室
「ころまっぷ」

 東村山市障害者就労支援室

　アートビリティ

 コロニー障害者計画相談支援室
「ふきのとう」

 福祉事業本部
（短期入所、移動支援、居宅介護等）

 ＩＴ事業本部
（在宅教育修了生、職業紹介登録者等）

 コロニー中野
（委託訓練修了生）

登録・契約障害者 一般就職者

2017年度末及び2017年度

 東京都葛飾福祉工場
   障害者計画相談支援室

（誤） （正） 

コ
ロ
ニ
ー
と
う
き
ょ
う
前
号
（V

ol
.1
6
5

）

の
「2

0
17

年
度
事
業
報
告
」
の
記
載
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

 p
.
2
4 

４
段
目 

４
．(

2)
 

６
行
目 

（
誤
）
契
約
者
・
登
録
者(

表
１:

参
考
資

料)

１
，
３
２
１
名
を
加
え
る
と
２
，

１
３
２
名
の
人
達
に
責
任
を
負
う

組
織
と
な
り
ま
し
た
。 

（
正
）
契
約
者
・
登
録
者(

表
１:

参
考
資

料)

１
，
２
６
８
名
を
加
え
る
と
２
，

０
７
９
名
の
人
達
に
責
任
を
負
う

組
織
と
な
り
ま
し
た
。 

 p
.
2
4 

４
段
目 

４
．(

3)
 

３
行
目 

（
誤
）
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
在
籍
者
以

外
の
方
を
含
め
る
と
一
般
就
職
者

は
５
６
名
と
な
り
ま
し
た
。 

（
正
）
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
在
籍
者
以

外
の
方
を
含
め
る
と
一
般
就
職
者

は
７
７
名
と
な
り
ま
し
た
。 

         

p
.
2
5 

表
１
．
参
考
資
料:

「
在
籍
者
の
推

移
」
に
含
ま
れ
な
い
人
員
状
況 

 

(単位：人)

トライアル

雇用者等
一般就職者累計

219 － －
*3

152 － －
*1

31 5
*2

－ 0 －

411 62

*3

224
－ －

*4

200 － －
*3

31 － －
*5

計 1,268 67 0   496

 中野障害者計画相談支援室
「ころまっぷ」

 東村山市障害者就労支援室

　アートビリティ

 コロニー障害者計画相談支援室
「ふきのとう」

 福祉事業本部
（短期入所、移動支援、居宅介護等）

 ＩＴ事業本部
（在宅教育修了生、職業紹介登録者等）

 コロニー中野
（委託訓練修了生）

一般就職者登録・契約障害者

2017年度末及び2017年度中

 東京都葛飾福祉工場
   障害者計画相談支援室

(単位：人)

トライアル

雇用者等
一般就職者累計

219 － －
*3

152 － －
*1

31 5
*2

－ 0 －

474 41

*3

214 － －
*4

200 － －
*3

31 － －
*5

計 1,321 46 0   475

 中野障害者計画相談支援室
「ころまっぷ」

 東村山市障害者就労支援室

　アートビリティ

 コロニー障害者計画相談支援室
「ふきのとう」

 福祉事業本部
（短期入所、移動支援、居宅介護等）

 ＩＴ事業本部
（在宅教育修了生、職業紹介登録者等）

 コロニー中野
（委託訓練修了生）

登録・契約障害者 一般就職者

2017年度末及び2017年度

 東京都葛飾福祉工場
   障害者計画相談支援室

（誤） （正） 
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*1　 在宅教育修了者からの一般雇用　２人、職業紹介事業か
らの一般雇用１人

*2　「東京しごと財団」委託訓練修了者からの一般就職者
*3　計画相談契約者数 

表２　参考資料；「在籍者の推移」に含まれない人員状況
2018年度上半期末および上半期中人数

（単位：人）

*4　 契約者以外の作品利用が行われた数も含めているため概
数としている。

*5　 在籍者以外で2007.4 ～ 2018.9に当法人で就職をサポー
トした人の累計

登録・契約障害者 一般就職者 トライアル雇用者等 一般就職者累計
福祉事業本部

（短期入所、日中一時支援、移動支援、居宅介護等） 226     － －
中野障害者計画相談支援室
　「ころまっぷ」 123     － －

ＩＴ事業本部
（在宅教育修了生、職業紹介登録者等） 25     3      0      

コロニー中野
（委託訓練修了生） － 0      0      

東村山市障害者就労支援室 316     32      0      
コロニー障害者計画相談支援室

「ふきのとう」 113     － －

アートビリティ 200 － －
東京都葛飾福祉工場
  障害者計画相談支援室 29 － －

コロニーもみじやま支援センター
（短期入所、日中一時支援） 55 － －

もみじやま障害者計画相談室 35 － －

計 1,122 35      0      531     

*3

*3

*4

*3

*3

*1

*2

*5

信
）技
術
等
を
介
し
て
各
事
業
所
に
関
わ
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
な
ど
を
つ
う
じ
て

横
断
的
に
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
Ｉ

Ｔ
関
連
の
事
業
面
で
は
、
顧
客
へ
の
丁
寧

な
対
応
や
技
術
力
を
活
か
し
既
存
顧
客
の

深
耕
な
ら
び
に
新
規
顧
客
の
獲
得
な
ど
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
で
対
応
で

き
な
い
領
域
に
お
い
て
は
公
益
事
業
に
よ

り
取
り
組
ん
で
お
り
、
対
外
的
に
は
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。
社
会
環
境
の
変
化

を
見
極
め
な
が
ら
、
様
々
な
可
能
性
を
模

索
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
民
間
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
業
務
の
認
定
法
人
の
事
業
と

し
て
、
ま
た
、
受
託
事
業
で
あ
る
東
京
都

障
害
者
Ｉ
Ｔ
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業

を
継
続
し
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

⑷ 

社
会
就
労
事
業
本
部（
コ
ロ
ニ
ー
中
野
、
中

野
区
仲
町
就
労
支
援
事
業
所
、
コ
ロ
ニ
ー

も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
、
コ
ロ
ニ
ー
東

村
山
、
ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）

中
野
地
区
で
は
、
コ
ロ
ニ
ー
中
野
の
老
朽

改
築
が
完
了
し
、
指
定
管
理
事
業
所
で
は

管
理
・
運
営
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
、
中
野
区
中
野
福
祉
作
業
所
は
前

年
度
末
に
廃
止
さ
れ
、
社
会
福
祉
施
設
等

施
設
整
備
費
補
助
事
業
に
よ
り
創
設
し
た

「
コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
」が

新
た
に
事
業
開
始
し
ま
し
た
。
三
多
摩
地

区
で
は
、
東
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
室

や
特
定
相
談
支
援
事
業「
ふ
き
の
と
う
」、
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業「
ア
リ
ー
バ
」で

の
役
割
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
既
存
事

業
の
運
営
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
向
上
を
目
指
し
、
就
労
支
援
事
業
に
お

い
て
は
、
品
質
管
理
や
生
産
性
・
収
益
性

の
確
保
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑸ 

福
祉
工
場
事
業
本
部（
東
京
都
葛
飾
福
祉

工
場
、
東
京
都
大
田
福
祉
工
場
）

い
ず
れ
も
民
営
化
後
の
受
注
確
保
に
は

厳
し
さ
を
伴
っ
て
い
ま
す
が
、
鋭
意
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
東
京
都
葛
飾
福
祉
工

場（
金
町
工
場
）で
は
、
建
て
替
え
後
に
開
始

し
た
屋
内
水
耕
栽
培
事
業
の
安
定
化
を
目

指
し
、
ま
た
、
主
幹
事
業
に
お
い
て
は
堅
実

な
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。
東
京
都
大
田

福
祉
工
場
は
印
刷
事
業
で
は
昨
年
並
み
を

維
持
し
、
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

の
民
間
移
譲
施
設
整
備
費
補
助
事
業
に
よ

り
、
本
年
度
６
月
に
は
第
一
期
工
事
が
竣
工

し
、
城
南
島
工
場
か
ら
の
移
転
を
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
旧
宿
舎
棟
の

第
二
期
工
事
に
関
し
て
は
東
京
都
と
協
議

し
な
が
ら
順
次
進
め
る
予
定
で
す
。
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資産の部 負債の部

当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

流動資産 4,039,213,031 5,547,654,101 -1,508,441,070 流動負債 1,416,542,287 2,687,774,858 -1,271,232,571

　現金預金 2,551,239,954 2,313,195,065 238,044,889 　短期運営資金借入金 250,000,000 250,000,000

　事業未収金 850,182,178 1,410,042,694 -559,860,516 　事業未払金 662,417,557 1,592,945,932 -930,528,375

　未収金 7,578,979 17,843,678 -10,264,699 　その他の未払金 20,588,912 395,361,104 -374,772,192

　未収補助金 12,186,753 1,285,604,014 -1,273,417,261 　1年以内返済予定設備資金借入金 30,880,000 176,802,947 -145,922,947

　受取手形 60,285,047 136,228,091 -75,943,044 　1年以内返済予定長期運営資金借入金 1,200,000 1,200,000

　貯蔵品 2,249,514 2,221,087 28,427 　1年以内返済予定リース債務 91,638 1,536,960 -1,445,322

　商品・製品 274,268,469 283,339,800 -9,071,331 　1年以内支払予定長期未払金 7,343,134 14,289,720 -6,946,586

　仕掛品 25,996,050 17,997,334 7,998,716 　未払費用 35,785,906 55,158,360 -19,372,454

　原材料 22,825,400 24,509,364 -1,683,964 　預り金 43,952,631 58,144,512 -14,191,881

　立替金 27,964,500 45,481,522 -17,517,022 　職員預り金 23,341,535 16,513,277 6,828,258

　前払金 102,857 102,857 　前受金 39,141,425 23,152,617 15,988,808

　前払費用 18,428,934 13,284,039 5,144,895 　仮受金 546,600 546,600

　仮払金 32,732,881 32,732,881 　賞与引当金 136,859,372 96,493,968 40,365,404

　徴収不能引当金 2,092,587 -2,092,587 　未払税金等 6,175,461 -6,175,461

　仮払消費税 153,171,515 153,171,515 　仮受消費税 164,393,577 164,393,577

固定資産 5,655,992,043 5,557,698,875 98,293,168 固定負債 1,007,076,170 1,209,874,090 -202,797,920

基本財産 3,531,298,380 2,958,532,334 572,766,046 　設備資金借入金 438,080,000 633,880,000 -195,800,000

　土地 740,870,327 740,870,327 　長期運営資金借入金 50,000,000 50,000,000

　建物 3,581,490,770 2,949,274,761 632,216,009 　リース債務 1,060,710 506,100 554,610

　建物減価償却累計額 791,062,717 791,062,717 　退職給付引当金 482,408,746 494,255,751 -11,847,005

　減価償却累計額△ 731,612,754 -731,612,754 　役員退職慰労引当金 2,822,784 2,602,254 220,530

その他の固定資産 2,124,693,663 2,599,166,541 -474,472,878 　長期未払金 32,703,930 28,629,985 4,073,945

　土地 370,208,544 370,208,544 負債の部合計 2,423,618,457 3,897,648,948 -1,474,030,491

　建物 673,838,133 768,690,360 -94,852,227

　構築物 133,559,399 119,540,246 14,019,153 純資産の部

　機械及び装置 881,121,664 931,997,883 -50,876,219 基本金 300,915,620 300,915,620

　車輌運搬具 64,527,492 64,150,181 377,311 　基本金 300,915,620 300,915,620

　器具及び備品 288,302,671 278,930,955 9,371,716 国庫補助金等特別積立金 2,799,441,019 2,655,474,340 143,966,679

　建設仮勘定 456,349,114 -456,349,114 　国庫補助金等特別積立金 2,799,441,019 2,655,474,340 143,966,679

　減価償却累計額△ 1,589,200,529 -1,589,200,529 その他の積立金 838,092,698 876,798,698 -38,706,000

　建物減価償却累計額 373,828,315 373,828,315 　その他の積立金 22,368,874 61,074,874 -38,706,000

　構築物減価償却累計額 47,279,312 47,279,312 　施設整備等積立金 30,000,000 30,000,000

　機械及び装置減価償却累計額 782,111,107 782,111,107 　移行時特別積立金 785,723,824 785,723,824

　車輌運搬具減価償却累計額 56,864,396 56,864,396 次期繰越活動増減差額 3,333,137,280 3,374,515,370 -41,378,090

　器具及び備品減価償却累計額 184,150,832 184,150,832 　次期繰越活動増減差額 3,333,137,280 3,374,515,370 -41,378,090

　権利 429,500 429,500 　（うち当期活動増減差額） -80,084,090 -136,912,171 56,828,081

　ソフトウェア 14,710,746 14,949,829 -239,083

　退職給付引当資産 296,534,857 296,367,228 167,629

　その他の積立資産 838,092,698 876,798,698 -38,706,000

　差入保証金 1,479,860 1,619,860 -140,000

　長期前払費用 150,391 81,178 69,213

　その他の固定資産 7,722,425 8,253,494 -531,069

　徴収不能引当金 1,750,755 1,750,755 純資産の部合計 7,271,586,617 7,207,704,028 63,882,589

資産の部合計 9,695,205,074 11,105,352,976 -1,410,147,902 負債及び純資産の部合計 9,695,205,074 11,105,352,976 -1,410,147,902

第三号第一様式（第二十七条第四項関係）
（単位：円）

表３　法人単位貸借対照表
2018年 9月30日現在
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今
後
、
大
田
福
祉
工
場
は
、
就
労
支
援
活

動
の
充
実
と
福
祉
施
設
と
し
て
よ
り
よ
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
し
、
地
域
と
お
客
様

に
選
ば
れ
る
事
業
所
へ
と
成
長
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
事
業
に
あ
た
っ
て
大
き
な
ご
支
援
を
頂

い
た
葛
飾
福
祉
工
場
の
皆
様
、
東
京
都
福
祉

保
健
局
、
建
築
に
あ
た
っ
た
設
計
、
施
工
担

当
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

東
京
都
大
田
福
祉
工
場　

製
造
課
長
（
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
）

新
井
康
弘

方
、
統
合
に
伴
う
生
産
ラ
イ
ン
の
一
部
縮
小
、

製
品
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
狭
小
化
の
現
実
も
あ

り
、
よ
り
生
産
ラ
イ
ン
の
効
率
的
運
用
が
今

後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
新
施
設
使
用

開
始
に
伴
い
総
定
員
を
８
月
１
日
よ
り
60
名

か
ら
80
名
に
増
員
し
ま
し
た
。
就
労
移
行
支

援
事
業
は
以
前
の
６
名
か
ら
10
名
へ
増
員
し

ま
し
た
が
、
８
月
中
に
は
す
で
に
満
員
の
状

況
に
な
り
ま
し
た
。
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事

業
も
24
名
か
ら
40
名
に
増
員
し
、
年
度
内
に

定
員
の
充
足
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
10
月
１
日
か
ら
は
現
行
の
３
事
業
に
加

え
、
新
た
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
就

労
定
着
支
援
事
業
が
東
京
都
か
ら
認
可
を
受

け
開
始
し
て
い
ま
す
。

大
田
福
祉
工
場
の
施
設
整
備
計
画
は
ま
だ

途
中
に
あ
り
ま
す
。
平
成
31
年
度
中
に
、
東

京
都
に
よ
り
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
宿
舎
棟

の
解
体
工
事
が
完
了
し
た
後
、
そ
の
跡
地
の

一
部
に
法
人
主
体
で
行
う
駐
車
場
や
庭
園
な

ど
の
建
設
を
中
心
と
し
た
外
構
工
事
の
完
成

を
も
っ
て
、
平
成
32
年
７
月
に
終
了
す
る
予

定
で
す
。

昨
年
４
月
に
着
工
し
た
新
施
設
新
築
工
事

は
、
途
中
予
想
外
で
あ
っ
た
地
中
埋
設
物
の

撤
去
、
広
範
囲
な
土
壌
汚
染
の
改
良
と
い
う

事
態
に
遭
遇
し
、
予
定
の
工
期
よ
り
遅
れ
て

本
年
６
月
に
竣
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
城
南
島
工
場
か
ら
の
印
刷
・

製
本
機
械
の
移
設
、
旧
施
設
か
ら
の
引
越
を

経
て
７
月
初
旬
に
新
施
設
に
て
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

建
物
は
明
る
い
色
調
の
部
材
を
使
用
し
、

効
率
的
な
作
業
動
線
を
考
慮
し
た
設
計
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
施
設
内
は
聴
覚
過
敏
の

特
性
が
あ
る
利
用
者
へ
の
配
慮
や
、
住
宅
地

に
立
つ
工
場
と
い
う
こ
と
も
あ
り
防
音
や
耐

震
性
な
ど
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
８
月
に
は
開
所
式
を
挙
行
し
、
東
京

都
福
祉
保
健
局
、
大
田
区
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
の
ご
列
席
、
ご
挨
拶
を
賜
り
喜
ば
し
い

門
出
と
な
り
ま
し
た
。

新
施
設
完
成
に
よ
り
、
当
事
業
所
の
基
幹

生
産
活
動
で
あ
る
印
刷
事
業
は
実
に
34
年
ぶ

り
に
単
一
工
場
に
よ
る
操
業
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
統
合
は
非
常
に
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

く
、
従
来
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た
部
門
間
の

意
思
疎
通
の
課
題
も
改
善
し
つ
つ
あ
り
、
円

滑
な
業
務
推
進
に
結
び
付
い
て
い
ま
す
。
一

法
人
の
主
な
動
き
か
ら

「
東
京
都
大
田
福
祉
工
場
」

新
築
工
事
完
了

２階 就労継続支援 B 型作業室

１階 第１製本室　新規導入の無線綴じ製本ライン
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場
金
町
工
場
を
ご
視
察
さ
れ
、
全
て
の
職
場

を
つ
ぶ
さ
に
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。

作
業
の
場
で
は
、
利
用
者
さ
ん
に
温
か
い

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
屋
内
水
耕
栽
培
設
備

の
レ
タ
ス
工
場
に
も
強
い
ご
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
在
宅
就
労
の
障
害
者

従
業
員
と
は
、
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
通
し

て
、ご
自
身
で
も
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
装
着
さ
れ
、

言
葉
を
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
場
で
は
、
穏
や
か
に
さ
ま
ざ

ま
な
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
さ
れ
な
が
ら
も
、

熱
心
に
ご
見
学
い
た
だ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
へ
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場
所
長　

鬼
頭
克
介

２
０
１
８
年
４
月
１
日
に
医
療
・
介
護
・

障
害
福
祉
の
報
酬
改
定
が
な
さ
れ
、
新
た
に

「
就
労
定
着
支
援
」「
自
立
生
活
援
助
」「
居

宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
」
の
３
つ
の
サ
ー

ビ
ス
が
制
度
と
し
て
加
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
当
法
人
で
は
２
０
１
８
年
度
下

半
期
よ
り
東
京
都
大
田
福
祉
工
場
と
コ
ロ

ニ
ー
東
村
山
に
て
就
労
定
着
支
援
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
就
労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
は
、
就
労
移
行
の
実
績
及
び
移
行
後
の

定
着
実
績
に
つ
い
て
体
制
加
算
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
大
切
な

こ
と
と
し
て
、
就
職
す
る
こ
と
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
就
職
し
た
後
も
や
り
が
い
を
も
っ

て
仕
事
に
臨
み
、
生
活
の
安
定
を
図
り
、
充

実
し
た
人
生
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

重
視
す
べ
き
と
の
方
針
を
持
ち
、
単
に
就
職

支
援
だ
け
で
な
く
就
職
を
継
続
し
て
い
く

の
に
必
要
な
環
境
を
整
え
る
な
ど
生
活
面

で
の
支
援
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
制
度
は
そ
の
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
体
系
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
課
題
も

残
っ
て
い
ま
す
。
就
職
後
６
か
月
は
従
来
の

就
労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
て
フ
ォ
ロ
ー

し
、
そ
の
後
３
年
間
の
支
援
を
就
労
定
着
支

援
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
就
職
後
１
年
を
経
過
す
る
と
収
入
も
安

定
し
は
じ
め
る
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
れ

に
伴
い
多
く
の
方
が
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
自

己
負
担
金
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
既
に
就
職
さ
れ
て
い
る
方
も
含
め
、
本

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
改
め
て

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
者
証
を
取
得

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
生
じ
ま
す
。

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
対
し
て
自
己
負

担
金
が
生
じ
る
点
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
自

立
支
援
法
を
検
討
し
て
き
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
案
の
段
階
か
ら
問
題
視
す
る
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
１
５
９
号
条
約
違
反

問
題
や
障
害
者
権
利
条
約
に
お
け
る
位
置
づ

け
な
ど
、
現
在
も
な
お
各
加
盟
団
体
を
通
じ

て
意
見
出
し
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一
方
で
は
自
己
負
担
を
し
て
で
も

受
け
た
く
な
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

就
労
定
着
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
新
た
な

事
業
を
通
し
て
、
充
実
し
た
社
会
生
活
を
支

援
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
い

く
所
存
で
す
。

事
務
局
長　

井
上
忠
幸

２
０
１
８
年
11
月
2
日
、
新
谷
正
義
厚
生

労
働
大
臣
政
務
官
が
東
京
都
葛
飾
福
祉
工

就
労
定
着
支
援
事
業
の
開
始

新
谷
正
義
厚
生
労
働
大
臣
政

務
官
が
東
京
都
葛
飾
福
祉
工

場
を
ご
視
察

〈施設概要〉

施設名称：東京都大田福祉工場
所 在 地：東京都大田区大森西2丁目22番26号
敷地面積：2,306.09㎡
建築面積：851.44㎡　延面積：1,996.19㎡
事業内容：障害福祉サービス事業
　　　　　 （就労移行支援（定員10名）、就労継

続支援A型（定員30名）、就労継続
支援B型（40名）、就労定着支援）

支援２課での作業風景をご視察
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が
掲
げ
ら
れ
た
国
際
障
害
者
年
（
１
９
８
１

年
）
の
頃
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
何
の
ノ
ウ
ハ

ウ
も
な
い
中
、
近
く
の
公
園
を
借
り
、
社
会

参
加
の
意
図
を
持
っ
て
の
開
催
は
ず
い
ぶ

ん
な
苦
労
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
し

ま
す
。

そ
れ
か
ら
三
十
数
年
が
経
っ
た
今
年
、
実

行
委
員
会
で
の
テ
ー
マ
は
「
帰
っ
て
き
た
！

コ
ロ
ニ
ー
祭
り
」。
昨
年
は
仮
移
転
先
で
の

祭
り
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
場
所
で
は
２
年
ぶ

り
に
な
り
ま
す
。
車
椅
子
を
利
用
す
る
仲
間

を
実
行
委
員
長
に
、
地
域
の
人
た
ち
に
新
し

い
事
業
所
を
見
て
も
ら
お
う
、
コ
ロ
ニ
ー
中

野
の
事
業
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
各
フ
ロ

ア
で
の
展
示
・
販
売
を
基
本
と
す
る
か
つ
て

な
い
規
模
で
企
画
し
ま
し
た
。
結
局
、
規
模

を
大
き
く
し
す
ぎ
て
人
手
が
足
り
ず
、
他
の

事
業
所
の
人
た
ち
の
力
も
借
り
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え

る
人
数
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
き
実
行

委
員
会
と
し
て
は
大
満
足
で
す
。

実
は
コ
ロ
ニ
ー
中
野
の
祭
り
は
い
つ
の
こ

ろ
か
ら
か
、
江
古
田
地
区
ま
つ
り
の
一
環
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
教
室
の
方
た
ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

ス
テ
ー
ジ
参
加
し
て
も
ら
う
な
ど
、
新
し
い

試
み
も
好
評
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
た

ち
と
連
携
し
、
地
域
の
一
員
と
し
て
や
っ
て

い
き
ま
す
。

支
援
課　

中
村
浩
文

今
年
の
宿
泊
訓
練
は
千
葉
。
鴨
川
シ
ー

ワ
ー
ル
ド
と
マ
ザ
ー
牧
場
、
温
泉
を
楽
し
む

プ
ラ
ン
で
す
。
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
い
る

宿
泊
訓
練
で
す
が
、
当
日
の
天
気
予
報
は
一

週
間
前
か
ら
雨
。
ず
っ
と
雨
だ
っ
た
昨
年
の

苦
い
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

10
月
18
日
事
業
所
付
近
か
ら
バ
ス
で
出

発
。
ま
ず
は
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
到

着
し
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
昼
食
を
そ
れ

ぞ
れ
楽
し
み
ま
し
た
。
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル

ド
は
シ
ョ
ー
が
充
実
し
て
い
て
途
切
れ
る

こ
と
な
く
イ
ル
カ
や
シ
ャ
チ
、
ア
シ
カ
の

シ
ョ
ー
が
見
ら
れ
ま
す
。
シ
ャ
チ
の
シ
ョ
ー

会
場
に
着
く
と
客
席
は
プ
ー
ル
か
ら
離
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
プ
ー
ル

に
近
い
ほ
う
が
よ
く
見
ら
れ
る
の
で
は
と

思
い
、
プ
ー
ル
に
近
い
客
席
を
見
る
と
「
大

量
の
水
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と

の
張
り
紙
が
。
で
き
る
だ
け
プ
ー
ル
か
ら

離
れ
た
客
席
に
座
り
シ
ョ
ー
の
観
賞
で
す
。

シ
ョ
ー
が
始
ま
る
と
シ
ャ
チ
が
す
ご
い
水

し
ぶ
き
を
あ
げ
て
客
席
を
水
浸
し
に
し
て

い
き
ま
す
。
そ
れ
を
覚
悟
の
上
で
ポ
ン
チ
ョ

を
被
り
プ
ー
ル
に
近
い
客
席
に
座
っ
て
い

る
お
客
様
も
。
度
胸
が
あ
る
な
と
思
っ
て

い
る
と
仲
町
の
利
用
者
さ
ん
で
し
た
。

10
月
６
日
の
土
曜
日
、建
て
替
え
後
初
の
、

そ
し
て
第
23
回
目
の
コ
ロ
ニ
ー
祭
り
を
開

催
し
ま
し
た
。

実
は
こ
の
第
23
回
と
い
う
の
が
あ
や
ふ
や

で
、
あ
ち
こ
ち
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
事
業
所

の
近
く
で
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
を
し
て
い
る

車
椅
子
を
利
用
す
る
先
輩
か
ら
、
コ
ロ
ニ
ー

東
村
山
が
始
め
た
コ
ロ
ニ
ー
祭
り
に
倣
っ

て
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
だ
と
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
先
輩
、
第
一
回
の
実
行
委
員

だ
っ
た
そ
う
で
、
当
時
は
、
東
京
コ
ロ
ニ
ー

の
事
業
目
的
で
も
あ
る「
完
全
参
加
と
平
等
」

コ
ロ
ニ
ー
中
野

ふ
た
た
び
、
地
域
の
一
員
と
し
て

T O P I C S

中
野
区
仲
町
就
労
支
援
事
業
所

待
ち
に
待
っ
た
宿
泊
訓
練
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宿
泊
は
か
ん
ぽ
の
宿
鴨
川
で
す
。
宿
に
つ

い
て
か
ら
は
温
泉
に
入
っ
た
り
、
ゆ
っ
く
り

く
つ
ろ
い
だ
り
思
い
思
い
に
過
ご
し
て
も

ら
い
、夕
食
後
は
恒
例
の
○
×
ク
イ
ズ
で
す
。

10
問
出
題
し
、
正
解
数
ト
ッ
プ
は
９
問
の
方

で
し
た
。

二
日
目
は
マ
ザ
ー
牧
場
へ
。
シ
ー
プ

シ
ョ
ー
や
、
子
豚
の
レ
ー
ス
、
う
さ
ぎ
や
モ

ル
モ
ッ
ト
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど

広
い
敷
地
に
は
た
く
さ
ん
体
験
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
遊
園
地
や
お
花
畑
、
バ
ン

ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
ま
で
あ
り
ま
す
。
バ
ン
ジ
ー

ジ
ャ
ン
プ
を
や
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
と

予
想
し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
ん
と
体
験
者

が
。
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
帰
り

の
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
で
事
故
渋
滞
に
巻
き
込

ま
れ
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
あ
っ
た

も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
雨
に
も
降
ら
れ
ず
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

支
援
課　

今
井
良
志
見

11
月
15
日
か
ら
16
日
に
、
宿
泊
訓
練
で
群

馬
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
と
埼
玉
県
立
川
の
博

物
館
へ
行
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や

ま
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
初
め
て
の

宿
泊
訓
練
で
、
生
活
介
護
事
業
で
は
重
度
心

身
障
害
の
あ
る
方
も
利
用
を
開
始
し
、
こ

れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
も
の
と
は
異
な
る

ニ
ー
ズ
も
出
て
き
て
い
ま
す
。今
年
度
は「
余

裕
が
あ
る
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
な
お

か
つ
皆
さ
ん
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
宿

泊
訓
練
」
を
目
指
し
ま
し
た
。

群
馬
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
で
は
、
動
物
園
と

は
違
っ
て
生
き
生
き
と
し
た
動
物
た
ち
を

食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
る
方
、
怖
い
と

言
っ
て
顔
を
伏
せ
る
方
、
さ
ま
ざ
ま
で
し

た
。
生
活
介
護
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
事
前
に

図
書
館
へ
行
っ
て
動
物
の
図
鑑
で
ゾ
ウ
や

ラ
イ
オ
ン
を
見
た
方
も
い
た
そ
う
で
す
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、
宿
か
ら
は
蓑
山
の

紅
葉
が
一
望
で
き
て
印
象
的
で
し
た
。
夜
に

は
温
泉
ま
で
の
道
す
が
ら
、
建
物
内
の
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

窓
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夕
食
後
の
宴
会
で
は
ビ
ン
ゴ
大
会
を
し
ま

し
た
。
ビ
ン
ゴ
に
な
っ
た
人
か
ら
カ
ラ
オ
ケ

を
歌
う
と
い
う
ル
ー
ル
に
し
ま
し
た
。『
恋

す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
』
や
『
ア
イ

ア
イ
』
な
ど
知
っ
て
い
る
曲
が
流
れ
る
と
、

歌
っ
て
い
る
人
の
周
り
に
集
ま
っ
て
一
緒

に
歌
い
な
が
ら
踊
っ
て
大
盛
り
上
が
り
で

し
た
。
中
に
は
、
ビ
ン
ゴ
も
そ
ろ
わ
な
い
し

歌
え
な
か
っ
た
と
悔
し
が
る
方
も
い
ま
し

た
の
で
、
歌
い
た
か
っ
た
曲
を
私
の
携
帯
で

流
す
と
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
歌
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
最
後
に「
同
じ
部
屋
で
良
か
っ
た
」

と
こ
っ
そ
り
と
話
し
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

二
日
目
は
直
径
23
メ
ー
ト
ル
の
大
水
車
が

特
徴
の
川
の
博
物
館
に
行
き
ま
し
た
。
班
ご

と
に
体
感
シ
ア
タ
ー
を
観
覧
し
た
り
、
展
示

や
広
場
を
散
策
し
た
り
と
ゆ
っ
た
り
と
楽

し
み
ま
し
た
。

一
泊
二
日
の
旅
程
を
事
故
な
く
終
え
る
こ

と
が
で
き
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
し
た
。

就
労
支
援
課　

勢
登
春
香

11
月
10
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
第
20
回

関
東
健
康
福
祉
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

大
会
に
、
今
年
も
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
チ
ー
ム
の
団
結
と
士
気
を
高
め
る

べ
く
、
コ
ロ
ニ
ー
チ
ー
ム
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
作
り
ま
し
た
。
白
地
に
首
肩
周

り
と
腕
の
部
分
が
緑
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
上
に
、
コ

ロ
ニ
ー
の
ロ
ゴ
や
背
番
号
の
プ
リ
ン
ト
を

ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
に
依
頼
し
作
成
さ
れ
た

も
の
で
す
。

当
日
、
こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
、
２
試

コ
ロ
ニ
ー
東
村
山

揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
、

結
果
は
？

コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま

支
援
セ
ン
タ
ー

新
施
設
で
初
め
て
の
宿
泊
訓
練
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合
連
続
で
挑
み
ま
し
た
が
、
対
戦
相
手
チ
ー

ム
が
ど
ち
ら
も
守
備
・
打
撃
と
も
に
安
定
し

て
い
て
レ
ベ
ル
が
高
く
強
豪
で
、
コ
ロ
ニ
ー

チ
ー
ム
も
大
健
闘
し
得
点
差
を
打
戦
で
縮

め
ま
し
た
が
及
ば
ず
、
惜
し
く
も
勝
利
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

試
合
で
は
負
け
た
も
の
の
、
汗
ば
む
程
の

陽
気
の
中
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
皆
ケ
ガ
な

く
笑
顔
で
本
当
に
楽
し
く
プ
レ
イ
さ
れ
て

い
て
、
勝
ち
負
け
以
上
に
そ
れ
が
一
番
大
事

な
こ
と
な
の
で
、
何
よ
り
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
女
子
プ
ロ
野
球
団
「
埼
玉

ア
ス
ト
ラ
イ
ア
」
の
選
手
も
見
え
て
お
り
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
を
受
け
た
り
、
他
の

参
加
チ
ー
ム
よ
り
声
が
か
か
り
交
流
試
合

と
い
う
形
で
も
う
１
試
合
さ
せ
て
い
た
だ

く
な
ど
、
例
年
以
上
に
充
実
し
た
内
容
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

来
年
こ
そ
は
勝
利
を
し
て
結
果
を
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

製
造
部
Ｄ
Ｔ
Ｐ
係　

渡
辺　

浩

朝
、
目
覚
め
る
と
ナ
ン
ト
雨
…
昨
日
ま
で

の
お
天
気
と
は
裏
腹
に
…
午
後
か
ら
雨
と

い
う
予
報
も
見
事
に
外
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
（
泣
）。
そ
れ
で
も
止
ん
で
く
れ
る
こ
と

を
願
い
つ
つ
気
を
取
り
直
し
ま
す
が
、
ト
ー

コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
か
ら
バ
ス
の

待
つ
全
生
園
に
向
か
う
頃
に
は
雨
は
本
降

り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
一
日
楽
し
む

こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
さ
あ
出
発
で
す
!!

出
発
し
て
す
ぐ
に
、
雨
の
影
響
か
ら
か

道
路
は
ま
さ
か
の
大
渋
滞
。首
都
高
に
乗
っ

て
も
状
況
は
変
わ
ら
ず
で
、
上
野
動
物
園

の
到
着
が
一
時
間
以
上
遅
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
上
野
公
園
の
近
く

ま
で
辿
り
着
き
ま
し
た
が
、
バ
ス
の
駐
車

場
が
満
車
で
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

修
学
旅
行
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
上
野
公
園
の
周
り
を
２
周
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
は
『
ど

う
し
て
止
ま
ら
な
い
の
?!
』
と
心
配
す
る

声
が
上
が
り
ま
し
た
…
。
よ
う
や
く
駐
車

し
て
や
っ
と
降
り
る
こ
と
が
で
き
た
頃
に

は
、
あ
ん
な
に
降
っ
て
い
た
雨
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
の
日
頃
の

行
い
の
良
さ
で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、

園
内
で
は
傘
を
さ
さ
ず
に
周
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
の
お
天
気
で
も
人
気
の
シ
ャ

ン
シ
ャ
ン
に
は
90
分
待
ち
の
行
列
が
で
き

て
い
て
、
滞
在
時
間
を
考
え
る
と
並
ぶ
こ

と
は
無
理
な
の
で
泣
く
泣
く
諦
め
る
こ
と

と
な
り
、
入
口
か
ら
近
い
動
物
た
ち
を
見

て
周
り
ま
し
た
。

次
は
お
待
ち
か
ね
の
昼
食
で
す
。
再
び
バ

ス
に
乗
り
込
み
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
へ
。
昼

食
は
和
食
御
膳
で
、
和
風
ス
テ
ー
キ
も
あ

り
ま
す
。
上
品
な
味
付
け
で
な
お
か
つ
ボ

リ
ュ
ー
ム
も
あ
っ
て
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。

次
は
最
後
の
見
学
地
、
高
さ
６
３
４
メ
ー

ト
ル
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
へ
向
か
い
ま
す
。
高

速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
、
50
秒
で
３
５
０

メ
ー
ト
ル
の
展
望
デ
ッ
キ
へ
上
が
る
こ
と

ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

日
帰
り
旅
行
記

上
野
公
園
～
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

～
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
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が
で
き
ま
す
。
し
か
し
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降

り
る
と
そ
こ
は
真
っ
白
の
雲
の
中
。
富
士
山

が
見
え
る
よ
う

な
視
界
は
開
け

て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
雲
の

中
に
包
ま
れ
て

い
る
感
じ
が
味

わ
え
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行

は
あ
い
に
く
の

雨
天
と
な
り
ま

し
た
が
、
バ
ス

の
中
で
は
い
つ
も
の
よ
う
に
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
ん
で
、
動
物
を
見
て
癒
さ
れ
、
美
味
し

い
物
を
頂
い
て
秋
の
一
日
を
満
喫
し
て
き

ま
し
た
。

支
援
課
３
係　

旅
行
委
員　

出
口
彩
子

２
０
１
８
年
11
月
21
日
よ
り
デ
ジ
タ
ル
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｄ
Ｍ
Ｃ
）
で
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
佐
々
木
と
申
し

ま
す
。
趣
味
は
ア
ジ
ア
旅
行
と
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
時
々
お
酒
で
す
。

さ
て
Ｄ
Ｍ
Ｃ
は
オ
ー
プ
ン
系
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
系

シ
ス
テ
ム
の
開
発
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
制

作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
主
に
デ
ザ
イ
ン

を
起
こ
し
た
り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
構
築
し
た

り
、
と
い
っ
た
内
容
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
業
界
は
約
30
年
程
度
の
ま
だ
ま
だ

新
し
い
業
界
で
す
。
ま
だ
ま
だ
知
名
度
が
低

い
業
界
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
技
術
な
ど

の
進
歩
は
め
ま
ぐ
る
し
く
発
達
し
て
い
ま

す
。少

し
前
ま
で
の
技
術
も
今
で
は
非
推
奨
と

な
っ
た
り
、
動
作
し
な
か
っ
た
り
す
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｓ

Ｈ
と
言
う
技
術
も
古
い
技
術
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
他
に
も
昔
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
い
う
の
は

自
宅
や
会
社
が
一
般
的
で
し
た
。
電
話
回
線

を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
を
す
る

と
言
う
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
た
っ

た
30
年
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
小
型
の
端
末
が
登
場
し
、
外
で
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
た
り
買
い
物
し
た
り
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｄ
Ｍ
Ｃ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
も
そ
の
Ｆ
Ｌ
Ａ

Ｓ
Ｈ
を
未
だ
に
使
用
し
た
サ
イ
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し

て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応
し
た
サ

イ
ト
に
す
る
想
定
で
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
は
、
全
世
界
共
通
で
Ｈ
Ｔ
Ｍ

Ｌ
や
Ｃ
Ｓ
Ｓ
と
言
う
言
語
が
書
け
れ
ば
サ

イ
ト
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
も
ち

ろ
ん
私
の
好
き
な
ア
ジ
ア
各
国
で
も
）。
ま

た
技
術
も
常
に
進
歩
し
て
い
る
の
で
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
同
様
常
に
経
験
や
技
術

を
積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
（
最
近
は
以
前
よ
り
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
迷
し
て
い
ま
す
が

こ
れ
か
ら
も
亀
の
ス
ピ
ー
ド
で
日
々
精
進

し
ま
す
）。
ま
た
私
的
で
は
あ
り
ま
す
が
Ｗ

Ｅ
Ｂ
業
界
は
パ
ソ
コ
ン
作
業
が
メ
イ
ン
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
対
人
関
係
が
希
薄
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
仲
間
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
飲
み
の
席
）
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

常
に
学
び
時
代
に
あ
わ
せ
て
技
術
を
発
揮

し
て
い
く
こ
と
が
こ
の
我
々
の
業
界
の
宿

命
で
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
便
利
に
人
に
伝
わ

る
デ
ザ
イ
ン
や
シ
ス
テ
ム
を
構
築
、
制
作
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
制
作
係　

佐
々
木　

俊

あ
る
従
業
員
の
「
ホ
ワ
イ
ト
餃
子
食
べ
て

み
た
い
」
と
い
う
一
言
か
ら
、「
支
援
部
の

皆
で
食
べ
に
行
こ
う
か
」
と
な
り
今
回
の
企

画
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
餃
子
を
食
べ

た
こ
と
が
あ
る
人
か
ら
は
「
皮
が
モ
チ
モ
チ

し
て
い
て
独
特
な
餃
子
！
揚
げ
餃
子
に
近

い
よ
！
」
と
聞
い
て
、
利
用
者
さ
ん
も
ホ
ワ

イ
ト
餃
子
は
食
べ
た
こ
と
が
な
い
が
餃
子

は
好
き
！
と
い
う
人
が
多
く
、
皆
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
11
月
22
日（
木
）『
ホ
ワ
イ
ト
餃

子　

亀
有
店
』
へ
総
勢
30
名
で
、
支
援
１
課

は
青
砥
駅
前
か
ら
バ
ス
に
乗
り
、
支
援
２
課

は
金
町
駅
か
ら
電
車
に
乗
り
、
お
店
で
合
流

し
ま
し
た
。
今
回
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
、
自
分
の
食
べ
た
い
物
を
注
文
し
、
個
々

に
会
計
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。（
お
店
は

平
日
の
昼
間
で
あ
れ
ば
、
座
席
の
予
約
は
可

能
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、事
前
に
予
約
し
、

会
計
に
つ
い
て
も
個
々
で
の
支
払
い
を
お

願
い
し
て
お
き
ま
し
た
。）こ
れ
ま
で
に
支

援
１
課
で
近
隣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
食
事
に

行
く
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
支
援
２
課
と

一
緒
で
の
企
画
は
初
め
て
で
し
た
の
で
、
久

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

日
々
進
化
す
る
Ｉ
Ｔ
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
業
界

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場

ホ
ワ
イ
ト
餃
子
を

食
べ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！
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し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る
楽
し
み
も
あ
り

ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
揚
げ
餃
子
、
水
餃
子
、
ラ
イ

ス
、
キ
ム
チ
、
搾
菜
等
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

選
び
、
渋
く
キ
ム
チ
を
注
文
し
て
い
る
利
用

者
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
注
文
後
は
ワ
イ
ワ
イ

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
食
事
が

届
く
と
一
瞬
で
静
か
に
な
り
皆
真
剣
で
す
。

一
言
も
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
な
く
食
事
で

す
。
食
べ
終
わ
っ
た
後
に
は
「
お
い
し
か
っ

た
！
」「
ま
た
食
べ
に
来
た
い
！
」
等
、
皆

満
足
そ
う
で
し
た
。
し
か
し
、
会
計
で
は
一

度
に
レ
ジ
に
並
ん
で
し
ま
い
、
他
の
お
客
様

に
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
の
で
、
次
回

は
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
、
次
回
は
運
動
が
て

ら
に
歩
い
て
立
石
工
場
へ
戻
る
の
は
ど
う

だ
ろ
う
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
運
動

不
足
な
利
用
者
さ
ん
の
た
め
と
い
う
よ
り

従
業
員
の
た
め
…
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ

う
で
す
。

支
援
部　

支
援
1
課
長　

澤
地
か
お
る

10
月
６
日
、
大
田
福
祉
工
場
の
Ｂ
型
と
就

労
移
行
の
メ
ン
バ
ー
で
は
初
の
バ
ス
旅
行

で
マ
ザ
ー
牧
場
に
行
き
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
濃
霧
と
雨
（
つ
ま
り
雲
の
中
状
態
）
で
30

ｍ
先
も
よ
く
見
え
な
い
状
況
で
写
真
も
撮

れ
な
く
て
残
念
で
し
た
が
、
み
ん
な
、
そ
れ

な
り
に
楽
し
め
た
よ
う
で
す
。

二
人
の
メ
ン
バ
ー
に
感
想
を
書
い
て
も

ら
っ
た
の
で
原
文
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
ま
す
。

就
労
支
援
課
長　

鶴
田
雅
英

＊

10
月
６
日
（
金
）
に
日
帰
り
旅
行
IN
バ
ス

旅
行
に
て
、
マ
ザ
ー
牧
場
に
行
き
ま
し
て
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
を
沢
山
食
べ
て
美
味
し
か
っ

た
で
す
。

お
土
産
も
買
っ
た
り
、
羊
の
シ
ョ
ー
も
見

た
り
、
大
雨
の
中
、
遊
ぶ
事
が
出
来
な
か
っ

た
の
で
残
念
で
し
た
。

楽
し
い
思
い
出
が
出
来
ま
し
た
。
み
ん
な

と
楽
し
め
た
事
が
一
つ
の
願
い
が
叶
い
ま

し
た
。
ト
ー
コ
ロ
に
一
度
申
し
上
げ
ま
す
。

就
労
支
援
係　

工
藤
和
弥

＊

日
帰
り
旅
行
に
バ
ス
で
マ
ザ
ー
牧
場
ま
で

行
き
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
は
、
お
菓
子
が

配
ら
れ
た
り
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が
丁
寧
に

説
明
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

マ
ザ
ー
牧
場
は
当
時
参
議
院
議
員
だ
っ
た

前
田
久
吉
が
１
９
６
２
年
に
開
設
し
た
も

の
で
あ
り
、「
マ
ザ
ー
」
の
由
来
と
し
て
は

生
家
が
貧
し
い
農
家
で
あ
っ
た
前
田
の
母

親
が
「
家
に
牛
が
一
頭
で
も
い
た
ら
暮
ら
し

は
ず
っ
と
楽
な
の
に
」
と
口
癖
の
よ
う
に

言
っ
て
い
た
の
が
心
に
残
り
、
母
に
さ
さ
げ

る
牧
場
と
い
う
事
で
名
づ
け
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
海
ほ
た
る
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
休
憩
を
し
、
た
く
さ
ん
あ

る
お
み
や
げ
屋
さ
ん
で
試
食
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
マ
ザ
ー
牧
場
に
到

着
し
、
ま
ず
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
昼
食
は

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
し
た
。
私
は
肉
が
大
好
き

な
の
で
た
く
さ
ん
肉
が
食
べ
ら
れ
て
と
て

も
幸
せ
で
し
た
。
そ
の
後
、
自
由
行
動
で
お

み
や
げ
を
買
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
買
い
ま
し
た
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
は
チ
ョ
コ
と
ミ
ル
ク
の
ミ
ッ
ク
ス
を
買

い
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
あ
ひ
る
を
見
て
、
羊
の
毛
刈
り
の

シ
ョ
ー
を
見
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
羊
が
い

る
の
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
子
羊
も
出
て

き
て
と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
帰
り
は

バ
ス
で
カ
ラ
オ
ケ
を
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

歌
え
て
、
幸
せ
で
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
一

日
で
し
た
。

就
労
支
援
係　

片
桐
沙
弥

東
京
都
大
田
福
祉
工
場

日
帰
り
旅
行
・
マ
ザ
ー
牧
場
…

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
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こ
の
た
び
福
祉
事
業
本
部
で
は
、
外
部

か
ら
の
不
審
者
の
侵
入
に
対
す
る
危
機
管

理
の
観
点
か
ら
、
記
録
保
持
お
よ
び
抑
止

効
果
に
よ
る
防
犯
対
策
を
講
じ
て
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
入
所
者
・
利
用
者
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
、
中
野
区
障
害
者
施
設

防
犯
緊
急
対
策
事
業
へ
の
補
助
金
を
申
請

し
、
中
野
第
二
江
原
寮
（
え
は
ら
ハ
イ
ツ
）

に
防
犯
カ
メ
ラ
２
台
と
人
感
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
侵
入

者
を
正
面
・
斜
め
か
ら
撮
影
で
き
る
場
所

に
設
置
し
、
人
感
セ
ン
サ
ー
は
、
侵
入
者

を
威
嚇
す
る
目
的
も
あ
り
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
日
頃
か
ら
緊
急
時
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
不
審
者
侵

入
に
対
す
る
避
難
訓
練
を
11
月
７
日
に
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
は
初
め
て
「
え
は

ら
ハ
イ
ツ
」
で
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
開

始
時
間
は
、
日
中
活
動
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
る
入
居
者
の
方
も
参
加
で
き
る

よ
う
に
夕
方
の
時
間
に
設
定
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
夕
食
の
時
間
を
少
し
遅
ら
せ

て
も
ほ
と
ん
ど
の
入
居
者
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
計
画
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
大
し
た
混
乱
も
な
く
終
了
し

ま
し
た
が
、
居
住
空
間
で
の
複
数
の
避
難

経
路
の
安
全
対
策
等
さ
ら
な
る
強
化
に
向

け
て
改
善
す
べ
き
点
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
配
置
ス
タ
ッ

フ
は
少
数
の
為
、
不
審
者
へ
の
対
応
（
防

御
等
）
で
役
割
分
担
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
こ
と
、
防
御
す
る
た
め
の
優
れ
た
防
犯

用
品
の
備
え
が
必
要
な
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。
何
よ
り
も
今
回
の
訓
練
を
通
し
て

入
居
者
の
方
の
危
機
意
識
の
高
さ
を
伺
う

こ
と
が
で
き
て
、
改
め
て
避
難
訓
練
の
重

要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

事
件
・
事
故
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す

る
か
全
く
予
想
で
き
ず
、
特
に
不
審
者
侵

入
に
よ
る
事
件
・
事
故
は
な
お
さ
ら
の
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
不
測
の
出
来
事
か

ら
入
居
者
の
方
・
ス
タ
ッ
フ
を
守
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
避
難
訓
練
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
経
理
課
長　

田
村
智
美

福
祉
事
業
本
部

防
犯
カ
メ
ラ
・
人
感
セ
ン
サ
ー
設
置

及
び
防
犯
対
策
を
対
象
と
し
た

避
難
訓
練
実
施

避難訓練実施計画【不審者・火災対応】

（中野第二江原寮）

１ ねらい

〇グループホームに不審者が侵入し放火した場合、利用者が安全に避難できるように支援員が

組織的に適切かつ迅速な対応ができるように訓練を行う。

〇緊急事態が発生した時の安全な避難行動について利用者が指示・連絡を正確に聞き取り、速や

かに避難することができるように訓練を行う。

２ 日 時

平成３０年１ 月 日（水）

※雨天の場合の順延および利用者の心身の状態を考慮した場合の順延はあります。

３ 想 定

グループホーム 階浴室の窓から侵入者が侵入し、逃走時火をつけた新聞紙を浴室に投げ込

み放火。利用者の避難及び不審者の対応を行う。

４ 避難訓練時の役割分担

全体指揮・外部との対応 ： （班長）林采暻

保護者や家族等への連絡 ： （班長）林采暻

避難誘導・安全確認 ： （支援員）沼田万里子・福地清登・川俣美智子

不審者への対応 ： （班長）林采暻

応急手当・医療機関等対応： （支援員）沼田万里子・福地清登・川俣美智子

電話対応・記録 ： （班長）林采暻

安否確認＜全体把握＞ ： （班長）林采暻

安否確認＜点呼＞ ： （支援員）沼田万里子・福地清登・川俣美智子

安否確認＜施設外巡視＞ ： （班長）林采暻

侵入者役 ： （総務）田村智美

５ 訓練課程

① ： 避難訓練開始 〇班長から避難訓練の開始を知らせる。

「只今から防犯の避難訓練を開始します。

怪我のないよう訓練して下さい。」

② ： 不審者侵入 〇不審者が 階浴室の窓から侵入し、徘徊。

その後浴室に放火して逃走する。

③ ： 不審者の発見 〇夕食を準備している支援員が、不審者が放火している

ところを発見し班長へ連絡する。

「不審な人が浴室に侵入し放火して逃走しました。」

〇 階支援員は 階の支援員にも連絡する。

「不審な人が 階に侵入し浴室に放火して逃走しました。

すぐに門扉のところに避難して下さい。」

〇 階支援員「はい、分かりました。」

④ ： 不審者への対応 〇班長は不審者の確認に向かう。その時に火災を発見。

※対応時には、携帯電話、防御できるもの モップ等

を持つ。

※複数で対応する。退去を求めるが、無理せず刺激しな

いように、利用者から遠ざけるようにする。

⑤ ： 番通報 人命優先 〇班長は消防署へ通報する。その後消火器を持ち出し

初期消火に向かう。

「不審な男が侵入し、放火して逃亡しました。すぐに来て

下さい。住所は中野区江原 えはらハイツという障

害者のグループホームです。」

※質問されたことに落ち着いてはっきり答えましょう。

※けが人がいれば救急車も要請する。

⑥ ： 避難開始 〇支援員は利用者を 階は裏口から、 階はベランダから

避難させる。支援員は、携帯電話と緊急連絡網の名簿を

持ち出す。

「落ち着いて、門扉の所まで避難しましょう。」

⑦ ： 安否確認 〇支援員は利用者を点呼し、班長へ報告する。

班長は報告を受けた後、敷地内を巡視する。

※保護者や家族等への連絡は、安否確認後、

管理者と班長で行う。

⑧ ： 避難訓練終了 〇班長から避難訓練の終了を知らせる。

「これで避難訓練を終了します。お疲れ様でした。」
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アートビリティ
ギャラリー 41

　障害者アートバンク（アートビリティ旧称）時代からの登録作家である田辺さんは、多くのユー
ザーから支持される人気作家です。
　ほとんどの作品で人物を登場させています。
　日常の何気ないワンシーンを切りとった作品や夢の世界を描いた作品など様々ですが、構図や
衣装にセンスが光り、どれも一目で田辺さんが描いたと分かるくらい独創的で、とても魅力的な
ものとなっています。

 　本作品「雪だるま」に描かれた楽しそうな表情からは、笑い声が聞こえてきそうです。
　子どもたちが雪遊びをしながら、歌い、踊り、自分たちが身に着けていたマフラーや手袋を雪
だるまに着せ…。
　白銀の世界に広がるあたたかい空気は、貴重な子ども時代の一幕です。

　「思い出を呼び起こす」絵に限りませんが、芸術にはその力があります。
　アートビリティにもそういった作品が多数あります。その力を秘めた作品たちをもっと多くの
方達に観ていただくべく、事務局もより一層努力して参ります。

【作家プロフィール】
1971年生まれ。東京都在住。
1986年　明星学園卒業。
疾患による四肢体幹機能障害により、17歳の頃から車
椅子生活となる。
1993年　�「第５回障害者アートバンク（アートビリ

ティ旧称）大賞」アサヒビール奨励賞受賞。
2002年　�銀座・柴山画廊にて、個展「ある日のこと」

開催。

2006年　�「第18回アートビリティ大賞」日立キャピ
タル特別賞受賞。

2007年　「第19回アートビリティ大賞」大賞受賞。
2011年　詩集「詩人志望」出版。
2012年　�吉祥寺�mono�galleryにて、田辺�綾子作品

展「これからも」開催。
2013年　�スペイン個展“DE�AQUI�EN�ADELANTE”

開催。
2015年　詩集「コーヒー未満」出版。

◎文中の写真はご本人の了解を得て掲載しています。

『雪だるま』
田辺 綾子さん

（2018 年 6 月～ 2018 年 11 月　総額 7,582 千円）ご寄附のお礼

下記の皆様より、当法人に対してご寄附を賜りました。ご支援に対しまして心より感謝申し上げます。

2018年7月 マルイグループ福祉会　様 2018 年 10 月 小池　誠　様

2018 年 7 月 三菱商事株式会社 様 2018 年 10 月 伊藤忠エネクス株式会社　様

2018 年 9 月 株式会社サーフェイス　様 2018 年 11 月 全国本田労働組合連合会　様

■�アートビリティ…障害者の所得支援を続けてきた社会福祉法人東京コロニーが、アートの分野で力を発揮する人材を後押しし、その才能を収入に結び付ける
ために始めた事業です。約200名の作家による約5,000点の作品が揃ったアートライブラリーとなり、年間約400点の作品が使用されています。
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東京コロニー メインページ
http://www.tocolo.or.jp/

デジタル メディアセンター
http://www.dmc-net.jp/

東京都大田福祉工場
http://www.tocolo.or.jp/oota/

トーコロ情報処理センター職能開発室
http://www.tocolo.or.jp/syokunou/

トーコロ青葉ワークセンター
http://www.colony.gr.jp/aoba/

東京都葛飾福祉工場
http://www.fireman21.net/

トーコロ情報処理センター事業部
http://www.tocolo.or.jp/joho/

トーコロ生活支援センター
http://www.tocolo.or.jp/seikatu/index.html

グループホーム
http://www.tocolo.or.jp/grouphome/index.html

コロニー印刷
http://www.colony.gr.jp/

アートビリティ
http://www.artbility.com/index.html

東京コロニーのホームページ

中野区仲町就労支援事業所
http://colony.gr.jp/nakatyoushienn/

コロニーもみじやま支援センター
http://colony.gr.jp/momijiyama/

コロニー中野
http://colony.gr.jp/colonynakano/

コロニー東村山
http://www.colony.gr.jp/colonyhigashimurayama/
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